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県内図書館めぐり─ Part Ⅱ　⑩ ─

　　久世町立図書館

　
久
世
町
は
、
中
国
横
断
・
縦
貫
自
動
車
道
の
ク

ロ
ス
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
発
展
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、「
人
づ
く
り
・
夢
づ
く
り
・
都
市
づ

く
り
」
を
目
標
に
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
中

で
す
。
そ
の
中
で
、
平
成
九
年
四
月
に
情
報
・
文

化
・
交
流
拠
点
と
し
て
、
旧
遷
喬
小
学
校
・
Ｎ
Ｈ

Ｋ
（
有
線
Ｔ
Ｖ
局
）
・
久
世
エ
ス
パ
ス
セ
ン
タ
ー

な
ど
を
含
め
た
、
久
世
エ
ス
パ
ス
ラ
ン
ド
が
形
成

さ
れ
ま
し
た
。
図
書
館
は
、
セ
ン
タ
ー
内
二
階
に

新
設
さ
れ
、
ワ
ン
フ
ロ
ア
（
約
六
〇
〇
㎡
）
の
狭

い
中
で
、
書
架
と
読
書
・
雑
誌
・
畳
・
Ａ
Ｖ
コ
ー

ナ
ー
等
を
設
け
て
い
ま
す
。
昨
年
七
月
か
ら
は
、

町
外
利
用
者
貸
出
を
始
め
、
近
隣
町
村
の
方
々
の

利
用
が
増
え
て
い
ま
す
。
蔵
書
の
特
色
と
し
て

は
、
中
国
五
県
の
市
町
村
史
（
約
四
〇
〇
冊
）
を

収
集
し
て
い
ま
す
。
二
年
目
に
し
て
よ
う
や
く
定

期
的
な
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
季
節
的
に
映
画

会
、
講
演
会
な
ど
を
開
催
し
、
少
し
ず
つ
で
も
親

し
み
易
い
雰
囲
気
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。
生

ま
れ
た
ば
か
り
の
図
書
館
な
の
で
、
課
題

は
山
積
し
て
い
ま
す
が
、
今
、
絵
本
の
子

供
た
ち
が
、
そ
の
ま
ま
一
般
書
に
手
が
伸

び
る
よ
う
ロ
ン
グ
ス
パ
ン
で
取
り
組
み
、

利
用
者
と
共
に
成
長
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
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Ｘ
　
〇
八
六
七
│
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│
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〇
冊

貸
出
冊
数
　
約
三
五
、
〇
〇
〇
冊

（
町
民
一
人
当
た
り
約
二
・
九
冊
）
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あ
け
ま
し
て

　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
謹
ん
で
新
年
の
お
祝
い
を
申
し
上
げ

皆
様
の
御
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
昨
年
中
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー
振
興
に

格
別
の
御
尽
力
を
賜
わ
り
、
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
卯
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
昨
年
の
活

動
の
中
、
新
県
立
図
書
館
建
設
に
向
け

て
の
動
き
を
御
報
告
し
、
新
年
の
課
題

に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
平
成
十
年
六
月
、
建
設
候
補
地
と
し

て
「
岡
山
市
立
丸
之
内
中
学
校
跡
地
」

が
決
定
。
敷
地
の
広
さ
、
交
通
の
便
、

周
囲
の
環
境
等
、
建
設
地
と
し
て
適
切

な
場
所
で
あ
る
と
の
多
く
の
方
々
の
御

声
援
を
頂
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
九
月
、
基
本
構
想
策
定
委
員
会
（
谷

口
澄
夫
委
員
長
）
よ
り
、
「
県
民
の

ニ
ー
ズ
に
即
応
し
た
二
十
一
世
紀
に
ふ

さ
わ
し
い
岡
山
県
立
図
書
館
の
在
り

方
」
に
つ
い
て
の
答
申
が
、
教
育
長
に

示
さ
れ
ま
し
た
。

　
答
申
の
内
容
は
、

一
、
資
料
保
存
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
図

書
換
算
二
〇
〇
万
冊
程
度
の
収
蔵
能

力
を
持
っ
た
書
庫
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

す
る
こ
と
。

二
、
吉
備
文
化
資
料
・
交
通
文
化
資
料

を
重
点
的
に
収
集
す
る
こ
と
。

三
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
資
料
の
充
実
を
図

り
、
主
題
別
部
門
制
を
取
り
入
れ
る

こ
と
。

四
、
岡
山
情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
を
活
用
し

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
し
て
県
内
外

へ
の
多
様
な
情
報
の
受
発
信
基
地
と

な
る
こ
と
。

等
が
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
答
申
へ
の
県
民
の
御
意
見

を
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式
で
調
査
し
、
図
書

館
関
係
者
、
利
用
者
の
方
々
の
御
意
見

を
幅
広
く
お
聴
き
し
、
目
下
基
本
計
画

策
定
中
で
あ
り
、
平
成
十
一
年
三
月
に

は
、
ま
と
め
ら
れ
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
十
年
の
動
き

か
ら
、
十
一
年
は
、
図
書
館
と
し
て
の

平
常
業
務
と
並
行
し
な
が
ら
、
新
館
に

向
け
て
、
大
き
く
次
の
三
つ
の
課
題
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

一
、
資
料
の
蓄
積
に
向
け
て

　
答
申
で
は
、
「
県
民
か
ら
の
あ
ら
ゆ

る
資
料
要
求
に
応
え
る
た
め
、
ま
た
、

市
町
村
立
図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
活
動
を

支
え
る
た
め
、
多
様
な
資
料
を
幅
広
く

か
つ
系
統
的
に
収
集
す
る
。
開
架
ス

ペ
ー
ス
の
収
蔵
能
力
は
三
〇
万
冊
程
度

と
す
る
。
新
館
開
館
に
向
け
必
要
な
資

料
の
計
画
的
整
備
を
図
る
。
」
と
述
べ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
各
主
題
別
部
門
の
図
書
の
充

実
、
変
化
の
著
し
い
分
野
の
基
本
図
書

や
参
考
図
書
の
更
新
、
新
し
く
始
め
る

児
童
・
Ａ
Ｖ
・
電
子
資
料
の
整
備
、
情

報
源
と
し
て
価
値
の
高
い
逐
次
刊
行
物

の
拡
大
・
充
実
等
に
つ
い
て
、
開
館
ま

で
の
緊
急
整
備
計
画
、
開
館
後
の
整
備

計
画
の
作
成
が
急
務
と
な
り
ま
す
。

二
、
主
題
別
部
門
制
に
向
け
て

　
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
中
で
、
「
館
内
の

図
書
・
資
料
配
置
及
び
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
・
サ
ー
ビ
ス（
調
査
・
研
究
の
援
助
）

の
提
供
体
制
は
、
原
則
的
に
主
題
別
部

門
制
を
取
り
入
れ
る
。」
と
あ
り
ま
す
。

　
主
題
別
部
門
に
つ
い
て
は
、
一
般
参

考
部
門
、
人
文
科
学
資
料
部
門
、
社
会

科
学
資
料
部
門
、
科
学
技
術
資
料
部

門
、
岡
山
県
関
係
資
料
部
門
、
児
童
資

料
部
門
の
六
部
門
で
す
。

　
特
定
の
主
題
に
関
す
る
調
査
・
研
究

に
対
し
、
一
箇
所
に
集
め
ら
れ
た
資
料

と
、
主
題
に
精
通
し
た
職
員
に
よ
っ
て

質
の
よ
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
い

う
も
の
で
す
。

　
人
々
が
地
域
の
図
書
館
を
通
じ
て
、

ま
た
、
直
接
来
館
し
て
調
査
・
研
究
の

援
助
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
体
制
を
充
実
す
る
こ
と
は
大
き
な

責
務
で
あ
り
、
特
に
科
学
技
術
や
児
童

の
分
野
に
精
通
す
る
た
め
の
研
修
体
制

づ
く
り
が
急
務
と
な
り
ま
す
。

三
、
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
向
け
て

　
基
本
的
性
格
の
項
で
、
「
県
立
図
書

館
は
、
県
内
の
公
共
・
大
学
・
学
校
図

書
館
等
を
は
じ
め
、
国
立
国
会
図
書
館

や
他
県
立
図
書
館
等
と
の
連
携
と
協
力

を
も
と
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
確
立
し
、

県
域
に
お
け
る
図
書
館
組
織
の
中
枢
と

な
る
。
」
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
図
書
館
に
お
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
利
用
は
、
利
用
者
に

と
っ
て
、
県
内
に
お
け
る
情
報
入
手
の

地
域
格
差
を
減
少
さ
せ
る
有
効
な
手
段

で
あ
り
ま
す
。
資
料
提
供
を
迅
速
・
確

実
に
行
う
た
め
に
は
各
種
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
作
成
と
共
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
・
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
人
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
が
必
要
で
あ
り
、

県
内
図
書
館
の
共
通
理
解
を
図
り
な
が

ら
取
り
組
む
こ
と
が
急
務
と
な
り
ま
す
。

　
以
上
、
十
年
来
の
念
願
実
現
の
た

め
、
課
題
解
決
に
取
組
み
、
あ
わ
せ

て
、
図
書
館
移
転
後
の
文
化
セ
ン
タ
ー

利
用
計
画
に
つ
い
て
、
将
来
を
展
望
し

て
い
き
た
い
も
の
と
、
職
員
一
同
張
り

切
っ
て
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
皆
様
方
の
一
層
の
御
支
援
・
御
指
導

を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
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「
現
代
作
家
の
眼
」
展
を
終
え
て

　
本
年
度
の
主
催
展
、
《
ア
ー
ト

ウ
ェ
ー
ブ
岡
山
・
洋
画
選
抜
》
巡
回
展

は
、
津
山
市
立
図
書
館
展
示
ホ
ー
ル
を

会
場
に
十
一
月
十
一
日
d
か
ら
十
一
月

二
十
日
f
ま
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

中
央
画
壇
等
、
第
一
線
で
活
躍
中
の
県

を
代
表
す
る
洋
画
家
四
十
七
人
の
力
作

が
並
び
、
会
場
を
訪
れ
る
鑑
賞
者
に
強

い
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
展
覧
会
と
な

り
、
盛
会
の
内
に
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
「
洋
画
選
抜

展
」
は
、
十
一
月
二
十
二
日
a
か
ら
十

二
月
六
日
a
ま
で
高
梁
市
歴
史
美
術
館

に
も
巡
回
し
（
高
梁
市
主
催
）
、
多
数

の
鑑
賞
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
「
現
代
作
家
の
眼
」
展
は
、

十
月
に
開
催
し
た
ア
ー
ト
ウ
ェ
ー
ブ
岡

山
・
彫
刻
選
抜
展
と
ア
ー
ト
ウ
ェ
ー
ブ

岡
山
・
洋
画
選
抜
展
の
二
つ
で
し
た

が
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
芸
術
・
文
化
の
普

及
振
興
に
役

立
つ
こ
と
が

で
き
た
も
の

と
思
い
ま

す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

$6

洋画選抜展会場

や
　
ぎ

じ
ょ
う
け
い

　
八
木
浄
慶

　
和
気
郡
八
木
山
村
の
浄
慶
は『
備
前
孝

子
伝
』（
全
五
巻
）の
第
一
巻
の
最
初
に
紹

介
さ
れ
る
。

　
同
書
は
湯
浅
新
兵
衛
明
善
が
岡
山
藩

領
の
孝
子
や
忠
臣
、
義
士
、
貞
女
な
ど

を
紹
介
し
た
著
作
で
、
寛
政
二
年
（
一
な
り
ま
さ

八
九
〇
）
に
岡
山
藩
の
若
殿
池
田
斉
政

に
献
呈
さ
れ
、
翌
年
に
は
幕
府
の
老
中

首
座
松
平
定
信
と
勘
定
奉
行
に
も
献
呈

さ
れ
た
と
い
う
。

　
湯
浅
明
善
は
漢
学
者
と
し
て
名
高
い

じ
ょ
う
ざ
ん

湯
浅
常
山
の
子
で
、
岡
山
藩
の
町
奉

行
、
寺
社
奉
行
を
勤
め
、
岡
山
藩
に
お

け
る
寛
政
改
革
の
中
心
人
物
と
し
て
知

ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
『
備

前
孝
子
伝
』
は
封
建
社
会
の
支
配
層
が

求
め
る
理
想
的
な
人
間
像
が
ど
の
よ
う

な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
知
る
格
好
の
歴

史
資
料
で
あ
る
と
い
え
る
。
登
場
す
る

人
々
は
実
在
し
た
人
々
で
あ
る
。

  

や
　
ぎ  

や
ま

　
八
木
浄
慶
は
八
木
山
村
（
備
前
市
八ろう

木
山
）
に
住
ん
で
こ
の
地
に
産
す
る
蝋

石
で
仏
像
を
造
る
こ
と
を
な
り
わ
い
と

し
た
。備
前
市
内
の
光
明
寺
・
真
光
寺
・

正
楽
寺
な
ど
に
伝
来
す
る
大
日
如
来
坐

   

こ
　
く  

ぞ
う

像
、
大
滝
山
実
相
院
の
虚
空
蔵
菩
薩
像

な
ど
が
浄
慶
作
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　
浄
慶
は
三
石
地
方
の
蝋
石
の
発
見
者

と
伝
え
ら
れ
る
。
こ
の
地
方
の
蝋
石
は

浄
慶
石
・
八
木
山
石
・
焼
山
石
な
ど
と

呼
ば
れ
て
石
筆
用
に
採
掘
さ
れ
て
い
た

が
、
近
代
工
業
が
発
展
す
る
と
、
耐
火

煉
瓦
・
ク
レ
ー
・
製
紙
な
ど
に
も
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
『
備
前
孝
子
伝
』
に
よ
る
と
、
浄
慶

は
親
孝
行
の
志
篤
く
、
慶
長
七
年
（
一

六
〇
二
）
岡
山
藩
主
池
田
忠
継
の
父
輝

政
が
こ
れ
を
聞
い
て
浄
慶
を
賞
誉
し
、

年
貢
を
代
々
免
除
す
る
こ
と
に
し
た
が
、

慶
長
一
八
年
（
一
六
一
三
）
輝
政
が
没

し
た
こ
と
を
聞
い
た
浄
慶
は
白
石
（
蝋

石
）
で
輝
政
の
像
を
刻
み
、
朝
夕
こ
れ

を
拝
礼
し
て
輝
政
の
恩
に
報
い
た
と
い

う
。
ま
た
、
死
に
臨
ん
で
、
そ
の
子
八

木
左
衛
門
に
僧
と
な
っ
て
輝
政
の
像
を

祭
祀
す
る
よ
う
遺
言
し
た
と
い
う
。
浄

慶
の
死
後
、
左
衛
門
は
父
の
遺
言
に
従

い
、
出
家
し
て
浄
慶
と
名
乗
り
輝
政
像

を
祭
祀
す
る
こ
と
に
し
た
が
、
母
へ
の

孝
心
が
篤
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
時
の
藩

主
池
田
光
政
が
こ
れ
を
聞
き
、
「
お
前

が
出
家
し
て
子
孫
が
断
た
れ
る
の
は
親

へ
の
不
孝
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
。
輝
政

の
像
を
祀
る
者
も
絶
え
る
こ
と
に
な
ろ

う
。」
と
諭
し
た
と
こ
ろ
、
浄
慶
が
悔
い

げ
ん
ぞ
く

改
め
た
の
で
、
光
政
は
浄
慶
を
還
俗
さ

ふ
く
ぜ
ん

せ
て
八
木
左
衛
門
復
善
と
名
乗
ら
せ
、

旧
知
の
六
石
余
り
に
十
三
石
余
を
加
増

し
て
二
十
石
の
土
地
を
与
え
、
八
木
山

ほ
こ
ら

山
中
に
祠
を
建
て
、
こ
れ
に
輝
政
の
像

を
納
め
、
浄
慶
の
子
孫
が
代
々
お
祀
り

し
た
と
い
う
。
こ
れ
が
八
木
山
の
鏡
石

神
社
で
、
池
田
輝
政
の
像
は
今
も
同
社

の
御
神
体
と
し
て
祭
祀
さ
れ
て
お
り
、

『
備
前
孝
子
伝
』
に
も
収
め
ら
れ
る
万

治
三
年
（
一
六
六
〇
）
池
田
光
政
か
ら

与
え
ら
れ
た
感
状
な
ど
が
鏡
石
神
社
の

神
主
八
木
家
に
伝
来
し
て
い
る
。

　
当
館
で
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
版
本

と
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
備
前
孝
子
伝
』

の
ほ
か
、
浄
慶
関
係
の
資
料
を
収
録
し

た
『
三
石
町
史
』
や
『
和
気
郡
史
』

（
資
料
編
上
巻
）
、
浄
慶
作
の
彫
刻
を

紹
介
し
た
『
わ
が
ま
ち
の
文
化
遺
産
』

な
ど
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

備前孝子伝
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本
日
は
読
書
大
会
で
す
の
で
、
最
初

に
、
私
に
影
響
を
与
え
た
本
を
少
し
だ

け
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
イ
ギ
リ
ス
人
で
、
元
ロ
ン
ド
ン
動
物

園
の
飼
育
係
を
し
た
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
ダ

レ
ル
と
い
う
、
も
う
、
お
歳
の
人
が
お

ら
れ
、
こ
の
人
に
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
で

会
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
私
が
小
学
生
の
時
代
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
暮
ら
し
の
手
帖
に
連
載
さ
れ

て
い
た
、
浦
松
佐
美
太
郎
が
翻
訳
し
た

「
積
み
す
ぎ
た
箱
舟
」
と
い
う
本
が
あ

り
ま
す
。
動
物
園
か
ら
依
頼
を
受
け
た

ダ
レ
ル
達
が
中
ア
フ
リ
カ
に
ア
ン
ワ
ン

チ
ボ
と
い
う
め
ず
ら
し
い
サ
ル
の
仲
間

を
探
し
に
行
く
と
い
う
物
語
で
、
ダ
レ

ル
と
い
う
人
は
、
他
に
、「
鳥
と
獣
と
仲

間
た
ち
」
と
い
う
本
を
書
く
等
、ユ
ー
モ

ア
作
家
と
し
て
も
た
い
へ
ん
有
名
で
す
。

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
の
ア
イ
ア
イ
に
つ
い
て

は
「
ズ
ー
ク
エ
ス
ト
」
と
い
う
本
の
中

も
そ
の
つ
も
り
だ
っ
た
の
で
す
が
、
人

類
に
関
す
る
講
座
な
ら
何
で
も
好
き
な

こ
と
が
出
来
る
│
と
い
う
教
授
の
誘
い

文
句
に
う
か
う
か
乗
っ
て
し
ま
っ
た
た

め
に
獣
医
に
な
れ
ず
に
サ
ル
の
研
究
者

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
た
だ
、
そ

の
と
き
ち
ょ
う
ど
、
三
人
の
動
物
研
究

者
が
同
時
に
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
と
っ
た
ん

で
す
。
ド
イ
ツ
人
の
カ
ー
ル
・
フ
ォ

ン
・
フ
リ
ッ
シ
ュ
と
い
う
人
が
「
ミ
ツ

バ
チ
の
言
葉
」
と
い
う
ミ
ツ
バ
チ
の
行

動
学
で
、
そ
し
て
コ
ン
ラ
ー
ト
・
ロ
ー
レ

ン
ツ
、
ニ
コ
ラ
ス
・
テ
ィ
ン
バ
ー
ゲ
ン

な
ん
で
す
が
、
動
物
学
で
ノ
ー
ベ
ル
賞

を
と
っ
た
の
は
、
後
に
も
先
に
も
こ
の

三
人
だ
け
し
か
い
な
い
ん
で
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
、
非
常
に
強
烈
な
印
象
を

与
え
て
い
る
ん
で
す
が
、
な
か
で
も
コ

ン
ラ
ー
ト
・
ロ
ー
レ
ン
ツ
の
「
ソ
ロ
モ

ン
の
指
環
」
と
い
う
と
て
も
読
み
や
す

い
本
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
ア
ジ
ア
経

済
研
究
所
で
研
究
員
を
し
て
い
る
イ
ン

ド
の
研
究
家
で
私
の
友
人
の
女
性
が
い

ま
す
が
、
私
の
本
を
読
ん
で
、
チ
ョ
ッ

ト
宣
伝
な
ん
で
す
が
│
│
も
し
も
、

も
っ
と
短
か
っ
た
ら
「
ソ
ロ
モ
ン
の
指

環
」
に
匹
敵
す
る
名
著
に
な
っ
た
の
に

な
あ
ー
と
残
念
が
っ
た
く
ら
い
お
も
し

ろ
い
本
で
あ
り
ま
す
。

　
結
局
「
ソ
ロ
モ
ン
の
指
環
」
と
い
う

の
は
、
聖
書
の
中
に
出
て
く
る
ソ
ロ
モ

ン
王
の
指
環
で
す
が
、
そ
れ
を
は
め
る

こ
と
に
よ
っ
て
あ
ら
ゆ
る
動
物
の
言
葉

が
分
か
る
と
い
う
も
の
で
す
。
コ
ン

ラ
ー
ト
・
ロ
ー
レ
ン
ツ
か
ら
し
て
み
れ

ば
、
動
物
行
動
学
と
い
う
の
は
実
は
動

物
の
行
動
に
つ
い
て
、
そ
の
行
動
か
ら

そ
の
動
物
の
言
葉
が
分
か
る
ん
だ
と
い

う
、
そ
う
い
う
宣
言
だ
っ
た
ん
で
す

ね
。
こ
れ
は
、
小
学
校
の
と
き
読
ん
だ

ヒ
ュ
ー
ロ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
ド
リ
ト
ル
先

生
か
ら
コ
ン
ラ
ー
ト
・
ロ
ー
レ
ン
ツ
へ

一
直
線
に
続
く
道
の
り
で
し
た
。こ
れ
で

ノ
ー
ベ
ル
賞
が
取
れ
る
ん
だ
っ
た
ら
、俺

も
こ
れ
で
や
り
た
い
と
い
う
風
に
お
も

い
ま
し
た
が
、ノ
ー
ベ
ル
賞
は
ち
ょ
っ
と

遠
い
よ
う
で
す
ね
。

　
た
ま
た
ま
人
類
学
教
室
だ
っ
た
の
で

で
触
れ
て
い
ま
す
が
、こ
の
本
は
、
私
の

人
生
を
決
定
す
る
う
え
で
、
相
当
強
力

な
役
割
を
与
え
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
、
今
ち
ょ
う
ど
、
日
本

で
、
エ
デ
ィ
・
マ
ー
フ
ィ
ー
主
演
の

「
ド
ク
タ
ー
ド
リ
ト
ル
」
と
い
う
映
画

が
上
映
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
は

ヒ
ュ
ー
ロ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
「
ド
リ
ト
ル

先
生
航
海
記
」
が
も
と
で
あ
り
、
こ
れ

を
、
小
説
家
の
井
伏
鱒
二
が
訳
し
た
、

非
常
に
流
麗
な
文
章
の
童
話
で
す
。

　
ヒ
ュ
ー
ロ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
ド
リ
ト
ル

先
生
シ
リ
ー
ズ
に
は
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
、

一
番
影
響
を
与
え
た
の
は
、
例
え
ば
、

海
の
中
を
渡
っ
て
い
く
大
き
な
カ
タ
ツ

ム
リ
だ
と
か
、
あ
る
い
は
人
と
話
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
動
物
た
ち
で
あ
る
と

か
、
流
れ
て
い
る
島
で
あ
る
と
か
、
そ

う
い
う
ふ
う
な
も
の
が
次
々
に
出
て
来

る
、
私
に
と
っ
て
は
、
自
分
の
第
二
の

経
験
に
な
っ
て
い
る
と
い
っ
た
本
で
あ

り
ま
す
。
世
界
中
で
た
だ
一
人
動
物
と

話
が
出
来
る
獣
医
と
い
う
の
が
、
こ
の

ド
リ
ト
ル
先
生
の
モ
チ
ー
フ
な
ん
で
す

が
、
こ
れ
に
憧
れ
て
、
高
校
の
は
じ
め

頃
か
ら
は
獣
医
に
な
ろ
う
と
思
っ
て
準

備
を
し
て
い
ま
し
た
。
大
学
に
入
る
時 ���

���
���
���
���
���
���
���
���
���
���岡山

県
読
書
大
会
講
演
要
旨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
山
県
読
書
大
会
講
演
要
旨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

『
日
本
の
サ
ル
と
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
の
サ
ル
』

『
日
本
の
サ
ル
と
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
の
サ
ル
』�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
　
　
　
泰
　
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
　
　
　
泰
　
三�

岡
山
県
読
書
大
会
講
演
要
旨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

『
日
本
の
サ
ル
と
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
の
サ
ル
』�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
　
　
　
泰
　
三�

マダガスカルの位置
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人
の
研
究
を
す
る
の
か
な
と
思
っ
て
い

ま
し
た
ら
、
京
都
大
学
か
ら
西
田
利
貞

さ
ん
│
│
今
は
京
都
大
学
の
教
授
で
、

国
際
霊
長
類
学
会
の
会
長
な
ん
で
す
が

│
│
、
こ
の
方
が
大
学
院
を
卒
業
し
て

す
ぐ
に
助
手
で
こ
ら
れ
て
、
サ
ル
の
研

究
を
指
導
す
る
よ
う
に
な
り
、
た
ま
た

ま
私
は
他
の
学
生
に
比
べ
て
体
力
だ
け

は
あ
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
│
山
の
な

か
を
歩
く
の
に
君
は
ち
ょ
う
ど
い
い

じ
ゃ
な
い
か
、
飯
代
だ
け
は
み
て
や
る

か
ら
山
に
入
ら
な
い
か
│
と
言
わ
れ
ま

し
た
。
先
生
か
ら
見
れ
ば
ち
ょ
う
ど
い

い
荷
物
運
び
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
な

ん
で
す
が
、
こ
の
飯
代
を
み
て
や
る
と

い
う
誘
い
に
う
か
う
か
と
の
り
ま
し

て
、
以
来
三
〇
年
間
、
飯
代
と
い
う
の

が
ど
れ
ほ
ど
重
い
か
と
い
う
の
が
よ
く

分
か
り
ま
し
た
。
今
の
若
い
人
は
、
飯

代
く
ら
い
で
は
動
か
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
こ
う
し
て
私
は
サ
ル
の
研
究
を
続

け
て
き
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
最
初
は
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
研
究
を
ず
っ

と
や
っ
て
お
り
ま
し
た
。
房
総
の
サ

ル
、
そ
れ
か
ら
、
た
ま
た
ま
私
の
先
生

で
あ
る
東
大
の
教
授
の
先
生
、
つ
ま
り

先
々
代
の
主
任
教
授
が
東
北
大
の
医
学

部
の
教
授
だ
っ
た
時
分
に
「
ニ
ホ
ン
ザ

ル
の
分
布
調
査
」
と
い
う
全
国
調
査
が

あ
り
、
そ
れ
を
私
が
ま
と
め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
七
二
、
三

年
、
一
年
間
ま
る
ま
る
か
け
て
ま
と
め

ま
し
た
。
そ
れ
が
非
常
に
お
も
し
ろ

か
っ
た
の
で
、
現
在
の
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の

分
布
も
同
時
に
調
べ
よ
う
と
い
う
こ
と

で
全
国
組
織
を
作
っ
て
七
五
、
六
年
と

調
査
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
に
行
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
何
か
と
い
う

と
、ア
イ
ア
イ
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
わ
く

わ
く
動
物
ラ
ン
ド
」
と
い
う
番
組
で
や

り
た
い
と
い
う
こ
と
か
ら
で
し
た
。
し

か
し
、
す
で
に
ア
イ
ア
イ
は
絶
滅
し
た

と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
し
っ
ぽ
だ

け
で
も
撮
影
で
き
れ
ば
そ
れ
で
大
成
功

と
い
う
、ご
く
お
お
ざ
っ
ぱ
な
こ
と
で

行
っ
た
ん
で
す
が
、一
年
目
は
全
く
失
敗

し
、
二
年
目
に
は
成
功
し
ま
し
た
。こ
れ

が
実
に
と
ん
で
も
な
い
動
物
だ
っ
た
も

の
で
す
か
ら
、以
来
そ
れ
に
取
り
か
か
っ

て
し
ま
っ
た
、と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。

〈
以
下
ビ
デ
オ
に
よ
り
紹
介
し
た
内
容

を
抜
粋
し
て
記
述
〉

　
小
豆
島
の
ニ
ホ
ン
ザ
ル
、
餌
場
の
中

に
観
光
客
が
入
っ
て
楽
し
め
る
作
り
な

の
で
、
餌
が
や
り
放
題
。
人
に
と
っ
て

は
動
物
に
餌
を
や
る
の
は
気
持
ち
い
い

し
、
相
手
が
ち
ょ
っ
と
か
わ
い
け
れ
ば

し
て
し
ま
う
が
、
よ
い
こ
と
か
ど
う
か

は
別
問
題
。
人
と
の
間
の
ス
ト
レ
ス
と

栄
養
の
偏
り
で
、
毛
が
抜
け
た
り
太
り

す
ぎ
た
り
す
る
サ
ル
が
た
く
さ
ん
い

る
。
私
は
野
生
の
猿
の
研
究
か
ら
始
め

た
か
ら
、
野
生
の
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
毛
皮

が
信
じ
ら
れ
な
い
く
ら
い
美
し
い
こ
と

に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
春
先
に
木
か

ら
木
に
な
だ
れ
を
打
っ
て
飛
ん
で
い
く

サ
ル
を
見
た
と
き
は
シ
ー
ボ
ル
ト
が
ニ

ホ
ン
ザ
ル
に
つ
い
て
森
の
妖
精
だ
と

言
っ
た
の
は
本
当
だ
な
と
思
っ
た
。

（
小
豆
島
の
毛
の
抜
け
た
サ
ル
を
さ
し

て
）
こ
う
い
う
風
に
な
る
と
森
の
妖
精

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
わ
か
な
い
。

　
真
猿
類
は
人
間
を
含
む
が
、
一
方
原

猿
類
は
ア
ジ
ア
ア
フ
リ
カ
に
野
リ
ス
、

め
が
ね
ざ
る
の
仲
間
が
い
る
。
圧
倒
的

に
多
い
の
は
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
。
ワ
オ
キ

ツ
ネ
ザ
ル
は
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
の
猿
に
は

珍
し
く
地
上
性
、
乾
燥
地
帯
、
砂
漠
に

す
む
猿
。
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
中
央
部
は
焼

け
こ
げ
た
土
地
が
広
が
る
。
マ
ダ
ガ
ス

カ
ル
に
は
レ
ム
ー
ル
類
と
い
う
原
猿
類

の
な
か
ま
と
バ
オ
バ
ブ
が
あ
る
が
、
マ

ダ
ガ
ス
カ
ル
に
は
七
種
類
あ
り
、
発
祥

の
地
で
は
な
い
か
。

　
崖
地
帯
に
は
、
世
界
遺
産
地
域
に

な
っ
て
い
る
こ
の
上
が
石
灰
岩
の
台
地

が
あ
り
、
通
行
不
能
と
な
っ
て
い
る

が
、
こ
こ
に
西
海
岸
で
最
南
端
の
ア
イ

ア
イ
が
す
ん
で
い
る
。
南
西
部
の
草
原

地
帯
は
い
つ
も
雲
一
つ
な
い
乾
燥
地

帯
。
南
西
部
の
ワ
オ
キ
ツ
ネ
ザ
ル
は
、

朝
起
き
る
と
何
十
匹
も
並
ん
で
日
光
浴

を
す
る
。
代
謝
が
低
い
の
で
日
光
浴
を

し
な
い
と
い
け
な
い
よ
う
だ
。
ベ
ロ
ー

シ
ュ
ワ
科
の
中
で
も
乾
燥
地
帯
に
お

り
、
地
上
に
い
て
、
飛
ぶ
姿
が
独
特
な

の
で
有
名
に
な
っ
た
。
最
初
に
日
本
に

紹
介
し
た
の
は
私
た
ち
。

　
ア
イ
ア
イ
、
野
生
の
ア
イ
ア
イ
が
豆

科
の
植
物
を
食
べ
て
い
る
。
下
顎
が
丈

夫
で
、
削
り
取
っ
た
樹
皮
の
う
ち
が
わ

を
食
べ
る
。
全
身
像
は
中
指
が
特
徴

的
。
全
体
三
キ
ロ
く
ら
い
胴
体
五
〇
セ

ン
チ
し
っ
ぽ
五
〇
セ
ン
チ
。
大
き
な

耳
。
顎
が
特
に
と
が
っ
て
い
る
。
そ
れ

は
二
本
の
歯
の
た
め
だ
。
永
久
に
成
長

し
続
け
る
歯
の
た
め
、
サ
ル
な
の
か
リ

ス
な
の
か
は
永
遠
の
謎
。

※
島
泰
三
氏
の
著
書
「
ど
く
と
る
ア
イ

ア
イ
と
謎
の
島
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
」
上
・

下
巻
は
貸
し
出
し
可
能
で
す
。

アイアイ
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外
国
語
資
料
紹
介

け
つ
い
で
い
く
の
か
」
と
い
う
大
き
な

テ
ー
マ
の
も
と
に
、
著
者
ホ
ー
ト
ン
が

各
章
で
問
題
提
起
を
し
、
論
点
を
明
確

に
し
な
が
ら
、
読
者
自
身
の
考
え
が
導

き
だ
せ
る
よ
う
な
構
成
を
と
っ
て
い

る
。

◇  T
he  S

to
ry  o

f  E
aster

（b
y  A
ileen  Fisher/ill  b

y  S
tefano

V
itale/H

arp
erC
o
llins  P

ub
lishers/

1997

）

　
「
冷
た
い
冬
が
お
わ
り
、
鳥
が
歌
い

は
じ
め
、
草
花

が
地
上
に
新
し

い
カ
ー
ペ
ッ
ト

を
つ
く
り
は
じ

め
る
春
」
に
、

イ
ー
ス
タ
ー

（
復
活
祭
）
は
や
っ
て
く
る
。
人
々
は

キ
リ
ス
ト
復
活
と
春
の
再
来
を
歓
喜
し

て
祝
う
。
こ
の
絵
本
は
、
イ
ー
ス
タ
ー

の
意
義
、
イ
ー
ス
タ
ー
エ
ッ
グ
や
イ
ー

ス
タ
ー
バ
ー
ニ
ー
な
ど
の
い
わ
れ
を
や

さ
し
い
言
葉
で
説
明
し
て
い
る
。

　
明
る
く
温
か
い
イ
ラ
ス
ト
は
、
イ
ー

ス
タ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
層
喜
ば
し
い

も
の
に
し
て
い
る
。
著
者
ア
イ
リ
ー

ン
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
、
「T

he  B
ig

B
ook  of  H

oliday  Plays

」
な
ど
児
童

向
け
の
劇
や
詩
を
多
数
手
が
け
て
い
る
。

◆
個
人
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
美
術
館
博
物
館

事
典
（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
　
一
九
九

八
）

　
「
ど
こ
か
に

テ
デ
ィ
ベ
ア
を

集
め
た
博
物
館

は
あ
る
か
？
」

「
岡
田
茂
吉
の

創
っ
た
美
術
館
は
な
ん
と
い
う
美
術
館

か
？
」
│
│
こ
の
よ
う
な
質
問
に
応
じ

る
こ
と
が
で
き
る
の
が
本
書
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
、
個
人
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を

主
体
に
設
立
さ
れ
、
一
般
公
開
し
て
い

る
全
国
百
八
十
五
館
の
美
術
館
・
博
物

館
を
収
録
し
て
い
る
。
各
館
に
つ
い
て

は
、
館
名
、
概
要
、
展
示
、
収
蔵
、
開

館
時
間
、
入
館
料
等
の
基
本
事
項
を
掲

載
。
排
列
は
、
都
道
府
県
別
に
館
名
の

五
十
音
順
に
な
っ
て
い
る
。

　
巻
末
の
索
引
は
、
「
館
名
索
引
」
の

他
に
「
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
コ
レ
ク
タ
ー

索
引
」
が
あ
り
、
各
館
が
収
蔵
す
る
作

品
か
ら
も
検
索
で
き
る
の
で
大
変
便
利

で
あ
る
。

◆
日
本
政
党
史
辞
典
　
一
八
六
八
年
〜

一
九
八
九
年
　
全
三
巻
（
村
川
一
郎
編

著
　
国
書
刊
行
会
　
一
九
九
八
）

　
「
政
治
」
に
関
す
る
辞
典
は
数
多
く

出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
本
書
は
そ
の
政

治
を
動
か
す
「
政
党
」
に
関
す
る
辞
典

で
あ
る
。
上
・
中
・
下
巻
の
全
三
巻
か

ら
成
る
。

　
主
に
上
巻
で
、
政
党
史
、
政
党
一

覧
、
党
則
と
い
っ
た
政
党
に
関
す
る
解

説
を
行
い
、
中
・
下
巻
は
む
し
ろ
資
料

的
な
役
割
が
高
く
、
衆
参
両
議
員
総
選

挙
当
選
者
一
覧
や
、
国
会
、
内
閣
、
人

物
に
関
す
る
資
料
を
掲
載
し
て
い
る
。

　
日
本
の
近
現
代
史
、
政
治
史
の
研
究

に
役
立
つ
一
冊
で
あ
る
。

◆
調
理
の
基
本
大
図
鑑
ビ
ス
ト
ロ
・
マ

ル
シ
ェ
（
講
談
社
　
一
九
九
八
）

　
本
書
は
、
あ

ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン

ル
の
料
理
を
、

食
材
別
・
調
理

法
別
に
分
類
し

て
紹
介
し
た
本
格
的
な
料
理
書
で
あ

る
。
取
り
上
げ
た
料
理
は
、
和
・
洋
・

中
・
エ
ス
ニ
ッ
ク
等
六
百
五
十
点
に
お

よ
ぶ
。

　
全
体
は
、
魚
介
・
肉
・
野
菜
と
い
っ

た
食
材
に
分
類
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
中

を
〈
調
理
の
基
本
〉
と
〈
逸
品
料
理

集
〉
〈
材
料
の
扱
い
方
や
下
ご
し
ら

え
〉
の
三
章
に
細
分
し
て
い
る
。

　
題
名
に
「
調
理
の
基
本
」
と
あ
る
よ

う
に
、
特
に
調
理
法
に
つ
い
て
は
、
カ

ラ
ー
写
真
に
よ
っ
て
そ
の
基
本
を
わ
か

り
や
す
く
て
い
ね
い
に
解
説
し
て
い

る
。
見
た
目
に
も
楽
し
い
一
冊
で
あ
る
。

の
参
考
図
書�

100

◇  P
le
a
se
  to
  th
e
  T
a
b
le
:T
h
e

R
ussian  C

ook  B
ook

（by  A
nya  von

B
rem
zen/W

o
rkm
an  P

ub
lishing

/

1990

）

　
「Please  to  the  T

able!

」
は
、
ロ

シ
ア
で
御
馳

走
を
も
て
な

す
言
葉
。
こ

の
書
は
、
ロ

シ
ア
を
は
じ

め
ウ
ク
ラ
イ

ナ
・
ア
ル
メ
ニ
ア
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
方
の
風
土
・
文
化
に
ふ
れ
な
が
ら
、

民
族
料
理
の
レ
シ
ピ
四
百
あ
ま
り
を
紹

介
し
て
い
る
。
料
理
好
き
な
人
も
、
旅

行
好
き
な
人
も
、
一
度
手
に
と
っ
て
い

た
だ
き
た
い
本
。

◇  G
lo
b
al  W

arm
ing

（b
y  John  H

oughton/C
am
b
rid
ge

U
niversity  P

ress/1997

）

　
こ
の
書
は

地
球
温
暖
化

に
つ
い
て
、

主
に
学
生
を

対
象
に
わ
か

り
や
す
く
解
説
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

「
ど
ん
な
地
球
を
私
た
ち
の
子
孫
は
受
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「
楷
の
木
の
話
」

福
　
田
　
直
　
之

　
特
別
史
跡
「
旧
閑
谷
学
校
」
の
校
門

（
鶴
鳴
門
）
を
入
る
と
、
正
面
の
聖
廟

に
登
る
十
九
段
の
石
段
が
あ
り
、
そ
の

左
右
の
斜
面
に
一
対
の
「
楷
の
木
」
が

こ
ん
も
り
と
し
た
枝
葉
を
大
き
く
広
げ

て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
、
幹
回
り
一
メ
ー
ト
ル
余

り
、
高
さ
十
二
、
三
メ
ー

ト
ル
の
巨
木
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
楷
の
木
は
、
中
国

原
産
の
ウ
ル
シ
科
の
落
葉

喬
木
で
、
学
名
は
「
ピ
ス

タ
チ
ア
・
シ
モ
ン
シ
ス
・

ブ
ン
ゲ
」
。
漢
名
を
「
楷
、
楷
樹
、
黄

連
木
、
黄
連
樹
」
。
別
名
「
ト
ネ
リ
バ

ハ
ゼ
ノ
キ
、
ラ
ン
シ
ン
ボ
ク
」
。
和
名

は
「
孔
子
木
、
孔
子
の
木
、
楷
の
木
」

な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
葉
の
生
じ
方
や
枝
振
り
が
直
角
に
整

然
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
樹
木
の
手

本
に
な
る
木
と
し
て
貴
ば
れ
、
儒
学
の

祖
、
孔
子
が
亡
く
な
っ
た
時
に
弟
子
の

子
貢
が
、
人
間
尊
重
と
人
格
形
成
を
説

く
孔
子
を
偲
ん
で
墓
所
に
植
え
ら
れ
た

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
書
道
で
い
う
楷
書
の
語
源
も
こ
の
木

に
ち
な
ん
で
名
付
け
ら
れ
た
と
言
わ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
楷
の
木
が
、
我
が
国
に
持
ち
込

ま
れ
た
の
は
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五

年
）
の
こ
と
で
、
当
時
の
農
商
務
省
林

業
試
験
場
長
を
務
め
ら
れ
た
林
学
博
士

白
澤
保
美
氏
が
、
中
国
山
東
省
曲
阜
に

あ
る
孔
子
廟
の
墓
上
を
覆
っ
て
い
る
楷

樹
の
種
子
を
持
ち
帰
り
、
播
種
・
育
苗

さ
れ
た
の
が
最
初
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
後
、
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二

年
）
、
湯
島
聖
堂
（
東
京
都
）
、
足
利

学
校
（
栃
木
県
）
に
、
大
正
十
四
年

（
一
九
二
五
年
）
、
閑
谷
学
校
、
多
久

聖
廟
（
佐
賀
県
）
な
ど
、
孔
子
ゆ
か
り

の
地
へ
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　
閑
谷
の
楷
の
木
が
、
気
候
・
風
土
に

適
し
た
せ
い
か
実
に
見
事
に
成
育
し
て

い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
晩
秋
（
十
一
月
初
旬
）
に
は
、
聖
廟

向
っ
て
左
側
の
楷
の
葉
が
深
紅
色
に
、

右
側
は
黄
色
が
か
っ
た
淡
紅
色
に
紅
葉

し
、
森
閑
と
し
た
深
い
背
後
の
山
々
、

備
前
焼
の
瓦
を
葺
い
た
国
宝
で
あ
る
講

堂
の
屋
根
の
反
り
、
聖
廟
を
囲
む
白
壁

の
練
塀
な
ど
、
そ
の
景
観
は
、
一
幅
の

絵
を
見
る
よ
う
に
美
し
く
実
に
す
ば
ら

し
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
閑
谷
学
校
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
二

本
の
楷
の
木
に
今
ま
で
つ
い
た
こ
と
の

な
い
実
が
枝
い
っ
ぱ
い
に
な
り
話
題
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
雌
の
木
で
、
こ
れ
ま
で
は

実
が
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
特
に

向
っ
て
右
側
の
木
に
た
く
さ
ん
の
実
が

な
り
ま
し
た
。

　
球
状
倒
卵
形
で
、
直
径

五
〜
六
ミ
リ
先
端
は
、
や

や
尖
っ
て
お
り
、
始
め
緑

色
で
後
に
緋
色
か
ら
紫
色

に
変
り
、
綿
棒
の
よ
う
な

形
で
枝
の
先
に
つ
い
て
い
ま
す
。

　
平
成
三
年
、
当
セ
ン
タ
ー
が
移
転
、

新
築
さ
れ
、
そ
の
際
、
玄
関
前
に
二
本

の
楷
の
木
を
記
念
植
樹
、
さ
ら
に
、
周

辺
に
も
植
樹
さ
れ
て
お
り
、
新
し
い
木

の
中
に
雄
の
木
が
あ
り
、
受
粉
し
た
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
実
を
大
事
に
育
て
、
閑
谷
学
校

楷
の
木
の
二
代
目
誕
生
を
心
待
ち
に
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

（
青
少
年
教
育
セ
ン
タ
ー
閑
谷
学
校
所

長
）

友
の
会
だ
よ
り

　
一
九
九
九
年
の
新
春
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
謹
ん
で
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
旧
年
中
は
、
友
の
会
の
活
動
の
充
実

の
た
め
に
、
種
々
の
行
事
へ
御
参
加
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
春
の
展
覧
会
招
待
事
業
「
院
展
」
は

い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

　
本
年
も
友
の
会
を
ま
す
ま
す
発
展
さ

せ
る
た
め
に
御
支
援
、
御
助
言
を
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
積
極
的
に
行
事
へ
参
加
し
て
い

た
だ
け
ま
す
よ
う
、
事
務
局
職
員
一
同

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
度
も
「
友
の
会
作
品

展
」
を
二
月
下
旬
に
行
う
予
定
で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
回
二
月
号
で
御

連
絡
い
た
し
ま
す
。

　
作
品
は
、
会
員
の
方
が
描
か
れ
た
絵

画
・
ス
ケ
ッ
チ
・
写
真
・
書
な
ど
ジ
ャ

ン
ル
を
問
わ
ず
幅
広
く
募
集
い
た
し
ま

す
。
皆
様
の
力
作
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。
（
額
装
は
８
号
程
度
ま
で
と
し

ま
す
。
）
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※　ギャラリーの開場時間は通常９時から17時です�

期　　　日

�

２／２～２／７

�

�

２／９～２／14

�

�

２／16～２／21

�

�

２／23～２／28

時　　間



14：30～16：00





18：00～　　　�

13：00～　　　�

�

�

18：30～20：30

催　　　　　　　物

ノートルダム清心女子大学�

卒 業 制 作 展 

中国デザイン専門学校卒業制作展 

�

第 66 回 独 立 展（巡 回 展） 

�

第 129 回 県 下 小 ・ 中 学 校 �

習 字（書 初 め）展 覧 会 

第 43回岡山市教職員美術展 

第 16回岡山県現代俳句の書展 

第 ３ 回 川 崎 医 療 短 期 大 学 

医用デザイン展（’98卒業制作展）

入　場　料�

無　　　料�

無　　　料�

700円

�

老人・会員無料�

無　　　料�

無　　　料�

無　　　料�

無　　　料�

主　　　催　　　者�

ノートルダム清心女子大学�

児 童 学 科 美 術 研 究 室 �

中 国 デ ザ イ ン 専 門 学 校 �

�

岡 山 独 立 美 術 協 会 �

�

岡 山 県 習 字 教 育 研 究 会 �

岡山市教職員美術展運営委員会�

岡山県近代詩文書作家協会�

川崎医療短期大学医用デザイン科�

展 示 室 �

第１展示室�

第２展示室�

第１展示室�

・�

第２展示室�

第１展示室�

第２展示室�

第１展示室�

第２展示室�

日(曜)

�

２／７a�

�

�

２／20G�

　　21A





２／25e

催　　　　　　　物

子 ど も 劇 場 例 会 

「あ の 日 私 は Ｎ Ｈ Ｋ 編」

�

第 299回文化センター土曜劇場�

岡山ろう者劇団「夢二」公演�

〈瓜子姫とアマンジャク〉�

�

ま す か っ と 寄 席 �

入　場　料

大人・小人共

　2500円

前・当共

前1200円�

（子供500円）�

当1500円�

（子供700円）�

会員　無料�

前2000円�

当2300円

主　　催　　者
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「
蔵
書
検
索
シ
ス
テ

ム
」
公
開
の
そ
の
後

　
岡
山
県
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
所
蔵
和
図
書
約
三
十

万
件
の
デ
ー
タ
検
索
シ
ス

テ
ム
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
提
供
し
て
一
ヶ
月

が
た
ち
、
そ
の
間
の
ア
ク

セ
ス
件
数
が
千
三
百
件
を

数
え
ま
し
た
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
二

十
四
時
間
稼
動
し
て
お
り
、
利
用
者
に

対
し
て
時
間
・
空
間
の
「
壁
」
を
越
え

て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
点
で
現
代

情
報
化
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る

も
の
で
あ
り
、
「
千
三
百
件
」
と
い
う

数
字
は
、
そ
の
利
用
価
値
を
多
く
の
方

に
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の

と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
は
、
外
国
資
料
、
雑
誌
、
新
聞

等
の
検
索
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
利
用
者

の
方
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
た
め

に
、
機
能
拡
張
に
力
を
尽
く
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
小
・
中
学
校
図
書
室
、
高
等

学
校
図
書
館
に
お
け
る
教
育
的
活
用
の

方
策
に
つ
い
て
も
関
係
各
位
と
連
携
を

深
め
、
活
用
方
法
を
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
検
索
シ
ス
テ
ム
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
つ
い
て
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

libnet@
libnet.pref.okayam

a.jp


